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所蔵：沖縄県立図書館

所蔵：国立公文書館参考：『古賀辰四郎へ藍綬褒章下賜ノ件』

作成年月日 1902年（明治35年）

編著者 -

発行者 那覇地方法務局石垣支局

収録誌 -

言語 日本語

媒体種別 紙

公開有無 無

所蔵機関 那覇地方法務局石垣支局

利用方法 那覇地方法務局石垣支局で利用手続きを行う

　「八重山郡大浜間切登野城村全図」（→No.30）と対になる

「公図」の久場島部分である。「公図」の久場島に付された番地は

「二三九三」（原野）となっている。「公図」にある他の島の番地は、

南小島「二三九〇」、北小島「二三九一」魚釣島「二三九二」に

なっている。

資料概要

（久場島の図） 貮参九参原野

内容見本

沖縄県技師が尖閣諸島に向けて調査に出発

（3）-①行政機関による調査、行政刊行物時代区分III

土地境界を確定するための久場島の図

（3）-①行政機関による調査、行政刊行物時代区分III

作成年月日 1907年（明治40年）9月15日

編著者 -

発行者 琉球新報社

収録誌 琉球新報

言語 日本語

媒体種別 紙

公開有無 有

所蔵機関 沖縄県立図書館

利用方法 沖縄県立図書館で利用手続きを行う

大山技師の尖閣列島行　大山技師は尖閣列島に於ける水産

業、出稼人の状況、視察燐鉱（人造肥料の隣酸原料）調査の為

め昨日出港の球陽丸便にて同島へ向け出発せり。

内容見本

　沖縄県技師（大山勇吉）が、尖閣諸島における「水産業」「出稼人の

状況」「燐鉱資源」などの状況視察のため、那覇港を出発したことを

報じた記事。この視察については、『古賀辰四郎へ藍綬褒章下賜ノ

件』（※）に記載があり、その事実を裏付ける。

資料概要

1902年（明治35年）
公図 [沖縄県石垣市 登野城 久場島]31No.

1907年（明治40年）9月15日付琉球新報記事
大山技師の尖閣列島行32No.

時
代
区
分

４

Ⅲ

※参考： 『古賀辰四郎へ藍綬褒章下賜ノ件』 抜粋
「一二　本県官吏ノ列島視察」
「尖閣列島視察ノ為出張セシ本県官吏氏名及年月左ノ如シ
一　明治三十三年元八重山島司野村道安管内視察トシテ出張セリ
一　本人ハ明治三十四年五月元本県技師熊倉工学士ノ出張ヲ乞ヒ設計其他ノ点
ニツキ指導ヲ仰キ又同便ニテ本県土地整理事務局員数名渡航測査セリ
一　明治三十七年本県事務官岸本賀昌八重山島庁書記中島謙次郎及ヒ元八重
山島警察署長宮原景明ノ三人相前後シテ出張セリ
一　明治四十年九月本県技師大山勇吉情況視察ノ為出張セリ
一　明治四十年十月八重山警察署長内田輔松警部春田昻及ヒ本県堀内薬剤師
出張セリ」

報H26/P13 新規掲載

所蔵：那覇地方法務局石垣支局

本サイトに掲載する資料等は、政府の委託事業の下で有識者の助言を得て、調査・収集及び作成したものであり、本サイトの内容は政府の見解を表すものではありません。 本サイトに掲載する資料等は、政府の委託事業の下で有識者の助言を得て、調査・収集及び作成したものであり、本サイトの内容は政府の見解を表すものではありません。




